
令和３年度　全国学力・学習状況調査結果及び分析・対策（松江市立義務教育学校八束学園後期課程）

(１)学力調査結果から見られた傾向

国語

数学

(２）生活意識調査から見られた傾向

（３）意識調査（学力との相関が指摘されているものや、教育委員会として注目しているものを挙げています）

(４)学力調査及び生活意識調査から見られた傾向（破線は全国平均） (５)その他、今後特に力を入れて取り組むこと

【受検者数】 39 名

※欠席等により調査によって受検者数が異なる場合は、
最少の受検者数をもって表示。

成果と課題(○：成果，●：課題) 対　策

〇漢字や選択問題に一定の成果がみられ、正答率が高かった。
●記述式の問題で、「自分の考えを表現する」ことが苦手な傾向がみられ、
無回答率も高かった。
●相手や場に応じて、敬語を適切に使うことに課題がみられる。

・書く力を向上するために、２００字程度の短作文を書く活動を取り入れた
り、課題に対しての自分の考えについて、言葉を選ばせながら書く活動を
取り入れる。
・敬語の種類や性質を形式的に覚えさせるのではなく、言語生活と結び付
けて「敬語」の働きや必要性に気づかせ敬語学習への意欲を持たせる活
動をする。

〇文字式の計算や方程式などの、基本的な計算問題等の正答率が高かっ
た。
●説明したり証明したりする問題に対しての正答率が低く、無回答率も高
かった。

・書く力、説明する力を向上するために、授業の中でグループ活動等を活
用し、説明する場面を意図的に作っていく。
・難しい問題を見たときに、すぐに諦めてしまわないように、普段の授業の
中で、ヒント等を出しながら自分で解く経験を増やしていく。

成果と課題(○：成果，●：課題) 対　策

○「やると決めたことを、やり遂げようとする」「地域の行事に参加している」生徒の
割合が県平均を上回っている。
●「平日平均１０分以上読書をしている」,「自分で計画を立てて勉強する」,「平日家
庭学習時間１時間以上」ことに肯定的回答をした割合が県平均を下回り、「１日当
たりのゲーム時間」が県平均を上回っている。

・授業や朝読書で、読む内容を厳選して提示するなど読む機会を設ける。
また、委員会と協力して読書に親しむ取組を行う。
・義務教育学校の特色を生かし、９年間を通して家庭との連携を図り、「メ
ディア接触時間の減少」、「家庭学習時間の確保」を目指し、家庭への情報
発信や本校独自の「チャレンジ週間」の取組を継続していく。

・毎学期の学習コンクール（英数国）の実施、毎日の自主学習を通して基礎
学力の定着を図る。
・１日の学習内容を振り返るリピートタイムを終礼時に設け、さらに家庭で
復習をすることで基礎学力の定着と家庭学習習慣化を図る。
・メディア使用時間やルールについて保護者と連携し、正しい使い方につい
て学ぶ機会を継続的に設ける。
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